











































形成過程 ならびに各種抗菌性物質作用後の変化の解析 において,両測定法 によるglycocalyx量 と
bioactivityに関する成績は,論稗的に矛盾がなく走査型電子顕微鏡所見 とも極めてよく一致 していた.
(結論)したがって,両測定法は細菌バイオフィルムの新 しい解析法として有用であると考えられた.
キーワー ド :バイオフィルム, トルイジンブ ルー,ATP
緒 言 と考えられている1)2).緑膿菌のみならず多 くの尿路病
カテーテル留置を始めとする複雑性尿路感染症にお 原性細菌は,カテーテルや尿路粘膜などの固相表面に
















試 験 南 は 臨 床 分 離 作目((/()771()Zll.i llL)･/(.ill/I()〟/
(1-i ._)10)珠を用いた1J.液体培地は,().｣?.a)乾燥フ














述の各測定に供 した.なお, リザーバー 内の菌量は8
時間後には2.3×108cfu/mlであった.
走査型電子顕微鏡Jlj試料の作成は,試料を2.5%ブル









既知 量のgl)･cocal),xと して 魚cll/()m()7(Itv(,I()(/clL










室温で3日分間振出 させて トル イシン-/ルーを柚出し,
'_)'2()Å型 タブ ル ビーム分 光 光 度 計 (UitachiLtd.
T()k)･O,Japan)にて59()nmの吸光度を測'JiIした.







さらに,醸流池を射酬 り後に,菌液を含ま射 ､新 しい






ジンブル 溶ー液 と反応 させるt,0),人 1'.歳に川分間侵
した後に反応 させるもの,人 1二歳に10分間侵 した後,
さ ら に日)nlM エ チ レ ン ブ ル ーlJLI酢慨 (eth-
ylenediamineteLraとICeLicacicl;EDTA)/PHS消波に
ln分間浸堆さゼてからトルイジンブ ル 潜ー波 と反応さ
せるものとに分けて, トルイジンブルー反応 量の変化










各5()0〟tを滅菌試験管 (15〆l()りmm)にて .rlJifl'･惜 沸
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枚を検体 としたglyC()Calyx量ならびに紬 X･1'紺 地の定
量的解析が日用巨となれば,その応用件,石川件は更に
高まるものと想われる.













JL,化 Tる.これをゾル化 して既知量とし,ゲル化 して
美験に供 した.その結果, 吸光度 とgela1gum 量と
は,i,e=al糾Inl量4.0×】06-1.0×日)1gの範囲で直

















･jJ-,人 1二I/k中 の 2価陽イオンが トルイジンブルー
とLrJycocalyx0)イオン結合に影響を及ぼすか否かの
検討では, 2価陽イオンの存在 卜で も トルイジンブ
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